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Abstract   

Theinfluencesofchitosansprayonfruitproductionofsatsumamandarin  

WereirⅣeStigated．The chitosanSprayOnSatSumamandarintreedecreased  

brix and the contents of sucrose，glucoseand fr・uCtOSein fruitjuice and  

increased the titratable acid and the contents of malic acidin fruitjuice．  

However theinfluence ofchitosan spray on the content ofcitricacid was  

differentbetweenintheyear 2000and2001．Soweneedtoinvestigatethe  

effectofchitosanoncitricacid．TheseresultsshowchitosanSprayCOuldnot  

improvethequalityofsatsuma甲andarinfruits・   
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緒 言   

キトサンはキチンを濃アルカリで加熱処理することによって得られる脱アセテル化物で、キチンに  

比べ溶解しやすく、塩酸、硝酸などの無機酸、酢酸、コハク酸、乳酸、リンゴ酸などの有機酸の希薄  

水溶液に容易に溶ける。キチンは甲殻類、昆虫類、貝類および菌類の細胞壁など下等動物の外皮骨格  

組織の成分としてよく知られている。  

キトサンをバイオ資源として、医療、化粧品、食品、農業分野で有効活用の可能性が近年検討されて  

おり、農業分野では、病害虫の防除勾、貯蔵果実の品質保持l▼2・5）、土壌改良剤としての利用6・7）などが研  

究されている。そこで、本研究ではウンシュウミカンの樹にキトサン溶液を散布した場合の果実の生  

育や品質に及ぼす影響について調べたのでそれらについて報告する。  

材料および方法   

三重大学生物資源学部附属農場にて栽植されている6年生のウンシュウミカン（品種：上野早生）  

を用いて、キトサン散布の影響を調べる実験を2000年と2001年の2年にかけて行った。なお、2001  

年は繰り返し実験を行った 5％キトサン原液を1000倍希釈し、それに界面活性剤（Tween20）を  

1L当たり0．5ml添加したものを散布液とした。このキトサン散布液を樹1本当たり1L程度農薬散  

布用噴霧器を使用して、2000年は8月3日、17日の2回、2001年は8月16日、30日の2回樹全体に  

散布した。2000年は10月31日に、2001年は10月23日に果実を収穫し、果実の大きさ、重さ、着色率  

を測定した後、品質などの分析に供試した。着色率は果実全体が黄色から橙色に着色したものを10  

として、着色割合を10段階評価して求めた。   

果実から果汁を搾り取り、渡紙（ADVANTECNo・5B）で渡過した後、糖度、酸度、pHを測定し  

たc糖度は糖度計（jmCOATC－1）を用いて、pHはpHメーター（HORIBATwinpH）を用いて  
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測定した。酸度はフェノールフタレインを指示薬として、0．1N NaOHで中和滑走し、滑走量をクエ  
ン酸量に換算して示した。更に果汁はメンプレンフィルター（孔径0．45LLm、MILLIPORE）を通し  

たあと、スクロース、グルコース、フルクトースの各種糖、クエン酸、リンゴ酸の各種有機酸、アニ  

オン、カチオンを定量した：各種糖の分析は前報3ノに従って行い、カチオンは原子吸光法で分析し、  

各種有機酸とアニオンの分析は以下の方法で行った。  

［有機酸、アニオン分析］   

有機酸とリン酸以外のアニオンの分析は、イオンクロマトグラフィーで行った。装置と分析条件は  

次のようである。   

イオンクロマトゲラフ装置：システムコントローラー SCL－10Ai，送液ユニット LC－10Ai，オン  

ライン脱気装置DGしト4A、カラムオーブンCTO－10Ai，オートインジェクターSIL－10Ai．電気伝  

導度検出器CDD－6A，クロマトパックC－R7Aplus（以上、島津製作所）   

分析条件：本カラムはShim－PaCklC－A3（I．D．4．6Ⅹ150mm、島津製作所）、ガードカラムは  
Shim－paCkIC－GA3（Ⅰ．D．4．6Ⅹ10mm、島津製作所）を用いて、クエン酸と硫酸イオンの測定におい  

て移動相はビストリス4mM、P－ヒドロキシ安息香酸5mMで、リンゴ酸と塩素の測定において移動  

相はビストリス3．2mM、p一ヒドロキシ安息香酸8mMで、流速は1．5ml／min、カラム温度は40℃で  

ある。なお、2001年は果汁中のリン酸を硫酸モリブデン酸法による比色法で定量した。  

結 果   

第1表はウンシュウミ  

カン果実の生育と着色率  

の結果を示しており、  

2000年では大きさ、－一  

果重、着色率には差は見  

られなかったが、2001  

年はキトサン散布（キト  

サン区）の方が果実の縦  

径、横径、－果重共に大  

きくなったが着色は対照  

区に比べ劣っていた。果  

実の糖度は、2000年と  

2001年の両年ともキト  

サン区で低く、2001年  

はその差が大であった  

（第2表）。酸度は  

2000年ではキトサン区  

で有意に低くなったが、  

2001年では差は見られ  

なかった。甘味比では  

2000年と2001年で異な  

る結果になった。果汁の  

pHには差はなかった〉   

第1図は各種糖含量を  

示したもので、スクロー  

ス、グルコース、フルク  

トースの含量が糖度と同  

様にキトサン区で低い結  

果となった。2001年の  

スクロースは、対照区に  

比べ大きく減少してい  

第1表 ウンシュウミカン果実の生育と着色率に及ぼすキトサン散布の影響  

横 径  縦 径  扁■平率  一果重  着色率  

（cm）   （cm）  （g）  

2000年   

対 照 区  7．02a＊  5」う2a l：∋2a  142a   7．3a  

キトサン区  6．94a  5．27a  132a  140a   7．1a  

2001年   

対 照 区  6．83b   4．98b  137a  128b   8＿9a  

キトサン区  7．4：うa  5．57a  133a  165a   5．9b  

＊Duncanの多重検定（P＝0．05）  

第2表 ウンシュウミカン果実品質に及ぼすキトサン散布の影響  

糖 度  酸 度  甘味比  pH  

（Or，）  

2000年   

対 照 区   8．99a＊  0，97a  

キトサン区  8．45b  O．83b  

2001年   

対 照 区   9．49a  l．02a  

キトサン区   8＿15b  l．03a  

9．27b  3．03a   

lO．2a  3．19a  

9．30a  3．05a   

7＿91b  ：∃．04a  

＊Duncanの多重検定（P＝O．05）  
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第：ヨ表 ウンシュウミカン果汁中のカチオンとアニオン含量に及ぼすキトサ  （mg／100ml）  

K  Ca  Mg  Na  P04  C］  S04  

2000年   

対 照 区  1：∋7a＊   ：弓．（〕】～1  

キトサン区  1：う（う～1  二う．2ニミ～1   

2001年   

対 照 区  157b  l．81a  

キトサン区  168a  l．8：うa  

8．68～1  1．70a   

7．59L）  0＿67b  

2．・】8～l  ニ1＿29i1   

2．］7之1  4．じ1～l  

9．47之1  0．81a  5．94t）   

9．5二∋a  O．51b  7．63a  

1．19a  6」う2ヒ）   

1．78a  7」う4a  

＊Duncanの多重検定（P＝0．05）  

た0各種有機酸は2000年のキトサン区のクエン酸が対照区に比べて減少したが、2001年の結果では  

逆にキトサン区のクエン酸が増加し、リンゴ酸も対照区に比べ高かった。   

ウンシュウミカンの果汁中のカチオ  

ンとアニオン含量を示したのが第3表  

である。カリウムは2001年においてキ  

トサン区で対照区より高かった。マグ  

ネシウムは2000年においてキトサン区  

で少なかった。ナトリウムは2年とも  

キトサン区が対照区に比べ低くなっ  

た。リン酸は2000年しか測定してない  

が、キトサン区で増加した 硫酸イオ  

ンは2001年においてキトサン区で高く  

なった。カルシウムや塩素では差が見  

られなかった。  
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考 察   

ウンシュウミカンの樹全体へのキト  

サン溶液の散布は、果実の生育や品質  

に影響を及ぼすことが明らかとなっ  

た。果実の大きさについては、2000年  

の実験では差は見られなかったが2001  

年ではキトサン散布により果実の縦  

径、横径、一果重の増加が軋られた。  

しかし、異形には影響しなかった。品  

質面では、糖度が2000年、2UO］年共に  

キトサン散布により減少しており、ス  

クロrス、グルコーース、フルクトース  

の各糖も同様な傾向を／Jミした 酸度は  

2000年でキトサン散布により減少し、  

クエン酸含量も減少していた。しか  

し、2001年ではクエン較、リンゴ酸  

含量がキトサン区で低くなっており、  

果実への有機酸（クエン酸）蓄積にお  

けるキトサンの作用については更に検  
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第1図 キトサン散布が果汁中の各種糖に及ぼす影響  
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討する必要がある。   

2001年の結果は、果実の着色率が悪かっ  

たことから成熟が抑えられたのかもしれな  

い。その結果として、糖度が上がらず、有機  

酸の減少も遅れ、対照区に比べ糖が低い一  

方、クエン醒とリンゴ酸含量が高い値を示し  

たと推定される。収穫後の果実ではキトサン  

処理によりその老化や腐敗を遅らせることが  

報告されている2）ことから、キトサンは樹上  

の果実の成熟にも抑制的に働くと考えられ  

る。果汁中のカチオンやアニオンの中では、  

ナトリウムがキトサン散布により果汁中の濃  

度が減少していた。その他のカリウム、リン  

味なども年により影響を受けるものが見ら  

れ、果汁中の無機イオン含量もキトサン散布  

により影響されることが示された。   

本実験の糖と有機酸の結果から見るとキト  

サン散布はウンシュウミカン果実の品質改善  

（高品質化）への利用には適さないと思われ  

るし、また、病害虫防除の目的でキトサン散  

布を行う場合は果実への影響を考慮する必要  

がある。  

摘 要   

ウンシュウミカン樹にキトサン散布を行  

い、果実の生育や品質に与・える影響を調べ  

た。その結果、キトサン散布は果実の糖度そ  

してスクロース、グルコーース、フルクトース  

の各種糖含量を減少させた。また、酸度と果  

汁中のリンゴ酸はキトサン散布により高く  

なったが、クエン酸は2000年と2001年で異  

なる結果となり、有機酸へのキトサンの影響  

は更に検討する必要がある。キトサンの散布  

はウンシュウミカン果実の高品質化への活用  

には適していないことを今回の実験結果は示  

していた。  
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第2図 キトサン散布が果汁中の有機酸に及ぼす影響  
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